
機 器 展 示

日時 ： 2019年6月29日（土） 10：00～17：30
30日（日）   9：15～15：00

場所 ： 札幌市教育文化会館１F大ホール前 ホワイエ

シンポジウム

日時 ： 2019年6月30日（日） 13：15～15：15
場所 ： 第２会場（小ホール） 

座長：柴山　良彦 先生 （北海道医療大学薬学部）
下堂薗　権洋 先生 （九州保健福祉大学薬学部）

渡邊　克也 （PHC株式会社医療政策渉外部）

【 機器展示会場 】
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シンポジウム７　今、患者に必要な医薬品情報は何か。そのあり方（提供）を考える

オンライン服薬指導の行政動向、企業の課題について

PHCブース

第22回日本医薬品情報学会総会・学術大会

機器展示のご案内
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増患・リピート率の向上に、もうひとつの診察室。

オンライン診療、オンライン服薬指導、オンライン資格確認など、医療を取り巻く環境はいま、ICTを駆使した高度
なネットワーク化へ向かっています。保険薬局向けの電子薬歴システムでは、薬剤師様の日常業務に不可欠な最新
のシステムを通して、「かかりつけ薬剤師」の必須ツールのご紹介、さらに、診療所向けの電子カルテシステムでは、
オンライン診療システムをご紹介しておりますので、ぜひ、この機会にお立ち寄りください。

PHC株式会社 附設展示ブース展示製品のご案内

オンライン診療のデモをご覧いただけます！

保険薬局用電子薬歴システム

診療所向け電子カルテシステム

保険薬局用電子薬歴システム「PharnesV-MX」と「DrugstarLead」をバンドルした商品をラインナップ。
患者さんの健康をいちばんに考える「かかりつけ薬剤師」を支援します。

患者さんの健康をいちばんに考える薬局へ
●前回と今回処方を薬剤写真付きで左右に並べて表示し、
　服薬時に間違いやすい「飲み方の変更、薬の変更」を患者さんと一緒に確認。
●タブレット等での服薬指導を実現するほか、
　患者さんに薬の変更点を印刷してお渡し可能。
　患者さんの服用間違いを低減。

シンプルでわかりやすい電子薬歴システム
●処方監査に必要な患者さんの情報を一画面で表示。
　画面を切り替えることなくスピーディーに情報の確認が可能。
●充実したデータベース活用できめ細やかな処方監査をサポート。
　腎機能にかかわる検査値の自動計算機能では、医療機関から十分な
　検査値が提供されない場合でも、必要な検査値を自動算出し
　監査業務を支援。
●「英語版くすりのしおり®」「英語版薬情」を標準搭載。
　訪日する外国人の患者さんや、海外へ渡航する
　日本人の患者さんの顧客満足度UP。
●在宅支援機能を標準装備。計画書・報告書・薬歴の作成などを
　薬局の運用に合わせた業務フローで効率化。

※本製品には医療機器に該当する機能は含まれておりません。
※「くすりのしおり®」は、くすりの適正使用協議会の登録商標です。

※YaDocの開発元は、株式会社インテグリティ・ヘルスケアです。
※YaDocは、株式会社インテグリティ・ヘルスケアの日本における登録商標です。

※DrugstarLeadは東日本メディコム株式会社の登録商標です。
※DrugstarLeadの開発元は、東日本メディコム株式会社です。
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